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   「ＳＤＧｓ」の取組みでは、自分自身の命や暮らしを守るという、
 活動もあげられています。
   自然災害は、いつ起こるかわかりません。被害にあわない、または
 被害を最小限に抑えるために、万が一に備えておく必要があります。
   具体的には、家具は位置や向きを工夫して固定する、窓ガラスには飛散防止のフィルムを
 貼っておく、食糧や水の備蓄と停電に備えた電源確保を進める、災害発生時の避難所や経路
 を確認しておくとともに、離れ離れになったときの安否確認や連絡方法を家族で話し合って
                 おく、などが考えられます。
                   また、ハザードマップ、地域の災害の歴史、過去の被害状況などを確認
                 し、防災情報の取得や受信にも意識を高めて、自らを守りましょう。
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 災害に備える ： 一人ひとりでの取組みを 住み
続けられる
まちづくり

を

気候変動
に

具体的な
対策を

１１月９日から秋季全国火災予防運動週間です。

火災が発生しやすくなる冬の季節を迎えるにあたり、

火災予防の意識を一層高めるとともに、火災の発生・

拡大を防止し、火災から尊い生命と貴重な財産を守る

ことを目的としています。

家庭でも日頃から、

火災が発生しないように

注意しましょう。

なお、鏡支所管内において、

期間中の消防団による予防広

報巡回の実施を予定していま

す。

熊本県最低賃金が改訂されました。

時間額８５３円（令和４年１０月１日から）
この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者に

適用されます。

詳しいお問合せは、熊本労働局労働基準部賃金室

（☎０９６－３５５－３２０２）

又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

出張相談も行っています。

鏡支所では毎月第２木曜日の午後１時半～午後４

時に相談会が開催されます。

問合せ ジョブカフェやつしろ ☎３３－３７５６

１０月１３日（木）、カフェ実習室にて接客の実習が

行われました。地域の皆さんで賑わい生徒さんたちも配

膳や会計など真剣に取り組まれていました。

次回は１１月１７日（木）１０時～１２時の予定です。

１０月２日、球磨川河川緑地で八代市総合防災訓練

が開催され、消防団鏡方面隊も参加しました。今後も

消防・防災活動に取り組んでまいりますので、地域の

皆様方のご協力をお願い致します。



 

　

全国の主要なコンビニエンスストアで、２４時間、

手数料なしで市税等の納付ができますのでご利用

ください。

【コンビニで納付できる税・料金など】

国民健康保険税 固定資産税

軽自動車税 市県民税（普通徴収）

後期高齢者医療保険料 介護保険料

市営住宅家賃 下水道使用料

浄化槽使用料 農業集落排水使用料

簡易水道使用料 市営墓園管理料

奨学資金返還金 等

※バーコードが印字されていない納付書、納期限

（コンビニでの使用期限）を過ぎた納付書など

はコンビニでは取り扱いできません。

※納付の際は領収書とレシートを必ず受け取り、

大切に保管してください。

問合せ 市民環境課 ☎５２－１１１６

これから、冬場の農業用ボイラーの使用等によ

る油類の使用が増加する季節を迎えます。

いったん油流出事故が発生すると、生活環境や

人の健康にも多大な影響を与えます。さらに、流

出した油の回収・処理には多額の費用がかかり、

その費用は原因者が負担することになります。油

類の使用にあたっては、貯油タンク及び配管の破

損がないか確認するなどの給油前の確認と給油中

の事故防止、不要油類の適正処分等々、油流出事

故の未然防止をよろしくお

願いします。

また、万が一事故をお

こした場合は、速やかに

関係機関（市役所、保健

所、消防署、警察など）

にご連絡ください。

問合せ 市民環境課 ☎５２－１１１５

【日 時】 令和4年11月24日 木曜日

14：00 ～ 15：30

【場 所】 鏡地域福祉センター

【テーマ】 『介護が楽になる方法を教えます！』

～リフト体験もあります～

講師 川崎 祐一郎 様

【定 員】 15名 ( 申込みは11月17日まで )

【参加費】 無料

【申込先】 八代市第1地域包括支援センターふるさと

 5 3 － 2 6 0 1

●下記の品目は、集積所には回収容器がありません。排出される場合は、周辺への飛

散防止のため、必ずひもで十字に結束するか、紙袋に入れて出してください。

・紙製容器包装 ・段ボール ・雑誌、紙類 ・新聞、チラシ

●有害危険物（カミソリ、カッターの刃など）や乾電池などは、他の資源物の中に混

在されると、収集作業時に、ケガ・事故がおきる原因となりますので、必ず分けて出

してください。また、ボタン電池や充電池は、「資源の日」では回収できません。各

販売店へお尋ねください。

問合せ 市民環境課 ☎５２－１１１５

☆この会は、在宅で高齢者を介護し

ているご家族等に、高齢者の介護技

術や介護者の健康づくり、介護状態

にならないための予防方法等につい

ての知識、技術の習得、介護負担感

の軽減を目的として開催しています。

※新型コロナの影響で開催を急遽中

止する場合があります。


